
○稲田議長 これより会派の議員による関連質問に入ります。

初めに、矢田貝議員。

〔矢田貝議員質問席へ〕

○矢 田貝 議員 公明 党 の矢田 貝香 織で ござい ます 。徳田 議員 の代

表質 問に 続き、 私か ら は４項 目の 関連 質問を させ ていた だき ます。

市長 はじ め当局 の皆 様 の前向 きな 御答 弁を期 待し ており ます 。よ

ろしくお願いいたします。

大 要１ 点目、 災害 へ の備え 、「 自助 」・「 共助 」、命 を守 るた

めの「避難」について伺います。

元 日の 能登半 島地 震 により 鳥取 県に 津波注 意報 が出さ れま した。

その とき 本市は どの よ うな対 応さ れた のか、 また 津波対 策と して

見えてきた課題や教訓、そして新たな対応策について伺います。

○稲田議長 松本防災安全監。

○松 本防 災安全 監 本 市が行 いま した 対応等 につ いてで ござ いま

す。 津波 注意報 の発 表 により まし て１ メート ル以 下の津 波が 来る

こと が予 想され まし た ことか ら、 市民 への警 戒の 呼びか けや 通報

対応 を行 います とと も に、津 波情 報を はじめ 各種 情報収 集の 必要

性か ら津 波注意 報解 除 までの 間、 米子 市災害 警戒 本部を 設置 し、

追加的な対応が必要な場合に備えたところでございます。

ま た、 防災行 政無 線 放送を はじ めあ んしん トリ ピーメ ール や中

海テ レビ のテロ ップ 放 送、聴 覚障 がい 者向け の防 災ファ ック ス等

によ り速 やかに 海岸 付 近から 離れ るよ う警戒 の呼 びかけ を行 いま

した。

幸 いに も今回 被害 は ござい ませ んで したけ れど も、津 波に 関し

まし ては 一刻も 早い 注 意喚起 が重 要で ありま して 、市民 の方 への



警戒 周知 までの 時間 短 縮とい うの が課 題であ った と考え てお りま

す。

こ のこ とから 津波 注 意報の 発表 と同 時に警 戒放 送が流 れま すよ

うに Ｊ－ アラー トの シ ステム を見 直し 、注意 喚起 の第一 報が 防災

無線 放送 、ＤＡ ＲＡ Ｚ ＦＭ、 防災 ラジ オから 配信 される よう 設定

を変更したところでございます。

○稲田議長 矢田貝議員。

○矢 田貝 議員 能登 半 島地震 によ る津 波注意 報の 発表に 対す る課

題を 受け て、す ぐに Ｊ －アラ ート のシ ステム を見 直され たと いう

姿勢 を評 価させ てい た だいて おり ます 。津波 注意 報以上 の発 表で

米子 市防 災ラジ オは 自 動的に 立ち 上が る。ま た、 防災ラ ジオ から

だけ では なく、 ＤＡ Ｒ ＡＺＦ Ｍを 聞い ていれ ば自 動的に Ｊ－ アラ

ート の情 報が配 信さ れ ると理 解を いた しまし た。 今後も 防災 ラジ

オの 普及 に引き 続き 取 り組ん でい ただ くよう にお 願いを して おき

たいと思います。

ま た、 先ほど 徳田 議 員も触 れま した けれど も、 本年２ 月か ら本

庁舎 １階 で始め られ た デジタ ル活 用臨 時支援 窓口 やふれ あい 説明

会、 また 米子広 域シ ル バー人 材セ ンタ ーでも 行わ れてい るス マホ

教室 など 携帯や スマ ホ 操作に 関す る説 明の機 会を 捉えて 緊急 速報

メー ルや 鳥取県 あん し んトリ ピー メー ルの受 信方 法につ いて もぜ

ひ説 明を してい ただ き たい。 そし て希 望され た方 にはそ の場 で情

報提 供に とどま るこ と なく丁 寧に 対応 してい ただ くよう に求 めて

おきます。

次 に、 Ｊ－ア ラー ト のシス テム 変更 により 発表 と同時 に第 一報

が流 れる とのこ とで す が、そ の内 容に ついて 伺い ます。 また 、そ



の後 に市 から発 信さ れ る情報 はど のよ うな内 容に なるの か、 お伺

いいたします。

○稲田議長 松本防災安全監。

○松 本防 災安全 監 Ｊ －アラ ート の第 一報の 内容 等につ いて でご

ざい ます 。Ｊ－ アラ ー トによ りま す第 一報は 、サ イレン に加 えま

して 、気 象庁に よる 津 波注意 報の 発表 と沿岸 部に いる人 たち への

注意喚起が自動音声で発せられることになっております。

そ の後 の職員 によ り ます情 報発 信で ござい ます けれど も、 その

時点 で収 集しま した 情 報を基 に定 型文 に例え ば津 波到達 予想 時刻

など を加 えるな どし た 修正を 加え まし て注意 喚起 等を行 うた めの

放送 原稿 を作成 いた し まして 、防 災無 線放送 や防 災ラジ オに よる

音声 放送 やメー ルや フ ァック ス、 中海 テレビ のテ ロップ など によ

りま す文 字情報 によ り ます周 知を 行う ことと して おりま す。 今後、

津波 注意 報が発 令さ れ た場合 には 、こ のよう な流 れで注 意喚 起を

行うこととしております。

○稲田議長 矢田貝議員。

○矢 田貝 議員 Ｊ－ ア ラート の第 一報 の後に 市が 警戒を 呼び かけ

る内 容に つきま して は 、情報 を発 信す る時点 で放 送原稿 を作 成さ

れて 、そ れが音 声と な り、ま た文 字情 報でも 周知 されて いく とい

うことが分かりました。

津 波の 予警報 を受 け 、市が 出す 命を 守るた めの 情報と して 可能

な限 り取 るべき 情報 に ついて 伝わ って いくこ とが 必要だ と考 えて

おり ます 。備え てお い てこそ その とき の円滑 な行 動につ なが るも

のと 考え ますの で、 当 局にお ける 今時 点の情 報発 信の準 備に つい

て検 証い ただき まし て 、備え をい ただ くよう お願 いを申 し上 げま



す。

次 に、 沿岸地 域等 の 指定緊 急避 難場 所につ いて ですが 、津 波か

ら避 難し た場合 、施 設 は空い てい るの か、空 いて いない 場合 、ど

のよ うに して建 物に 入 ればよ いの かと 分から ない 点も課 題と して

ある ので はない でし ょ うか。 指定 緊急 避難場 所に ついて 、よ り広

く理 解し てもら うと 同 時に、 指定 避難 所への 逃げ 込み方 につ いて

実効 性が 高まる よう に 施錠解 除等 のマ ニュア ルを 見直し 、周 知し

ていく必要があると考えております。御所見を伺います。

○稲田議長 松本防災安全監。

○松 本防 災安全 監 指 定緊急 避難 場所 につい ての 理解等 々に つい

てで ござ います 。指 定 緊急避 難場 所は 、災害 時に 緊急的 に逃 げ込

むこ とが できる 場所 と して設 定を して いると ころ でござ いま す。

災害 の種 類によ りま し ては必 ずし も場 所が適 さな い場合 もご ざい

ますので、その旨は看板で掲示しておるところでございます。

た だし 、避難 イコ ー ル避難 所に 行く という こと ではな く、 命を

守れ る場 所に行 って い ただく とい うこ とが重 要で ござい ます ので、

防災 講座 等の場 にお き まして 避難 ノー トやハ ザー ドマッ プ等 を用

い指 定緊 急避難 場所 の 位置づ けな どに 触れな がら 緊急時 の対 応を

含め 避難 につい て考 え ていた だけ るよ うに今 後も 取り組 んで いき

たいと考えております。

○稲田議長 矢田貝議員。

○矢 田貝 議員 今ま で は自分 でそ うい った行 動を 考えて もら おう

と、 意識 を高め ても ら おうと いう 取組 だった と思 います 。そ れに

対し て緊 急時に 逃げ 込 むため のそ の場 所を選 択し 、たど り着 いた

にも かか わらず 建物 に 入れな いと いう ことが 起こ らない よう にと



いう 思い で、今 まで の 取組で よろ しい でしょ うか と言わ せて いた

だいているところでございます。

私 は、 今月２ ３日 に 境港市 で行 われ た地震 ・津 波防災 講演 会に

参加 をさ せてい ただ き ました が、 鳥取 県の地 震に よる津 波の 想定

は津 波ハ ザード マッ プ にしっ かり と落 とし込 んで あると 実感 をし

て帰りました。

同 時に 、市民 が津 波 ハザー ドマ ップ を見て 知り 、出さ れた 津波

情報 の内 容を理 解で き ること が最 も重 要だと いう ふうに も痛 感し

たところであります。

ま た、 一昨日 の地 元 紙では 、鳥 取県 の防災 顧問 １１人 が県 に対

する 提言 で地震 と津 波 の同時 対応 策、 また福 祉業 界を念 頭に した

防災計画の必要性などを強調されたと報じております。

今 回の 能登半 島地 震 により 震度 ５を 観測し た新 潟県の 上越 市の

タウ ン情 報誌で すけ れ ども、 そこ に掲 載され た市 の危機 管理 指導

官の お話 を短く 紹介 さ せてい ただ きま すと、 １２ ５の全 ての 指定

避難 所を 順次開 設。 そ のうち の７ か所 につい ては 、持っ てき た方

が混 乱を してし まっ て 鍵をう まく 開け ること がで きなか った とか、

避難 者よ りも鍵 が遅 く て間に 合わ なか った等 の理 由で住 民が 窓ガ

ラス を割 って中 に避 難 したと いう こと でござ いま す。過 去に ない

意識 で率 先して いた だ いたと いう 認識 をされ てお り、命 に危 険が

迫る とき 、非常 時の 対 応策の マニ ュア ルへの 反映 につい ても 考え

てい かな ければ なら な いとこ の指 導官 がお話 しさ れたこ とが 載っ

ておりました。

本 市も 新たな 視点 で の取組 が必 要だ と申し 上げ たいと 思い ます。

津波 ハザ ードマ ップ と 洪水ハ ザー ドマ ップと では 同じポ イン トで



も予 想浸 水の高 さが 大 きく違 うと ころ があり ます 。違う とこ ろの

ほう が多 いと言 って も いいと 思い ます 。本市 では 洪水に よる 予想

浸水 被害 が格段 に大 き く、そ の対 応策 を優先 して きたこ とは 理解

をし てお ります けれ ど も、今 後、 避難 につい て啓 発、学 習す る際

には 、ぜ ひ津波 と洪 水 、両方 のハ ザー ドマッ プを 活用し なが ら津

波の 予警 報３区 分の 理 解と率 先し て行 動でき るた めの啓 発を 今以

上に取り組んでいただくようにお願い申し上げます。

その上で何点か伺ってまいりたいと思います。

能 登半 島地震 は、 日 本海沿 岸に 暮ら す私た ち米 子市民 にと って

津波 対策 を自分 事と し て捉え 、い かに 備える かを 深く問 いか け、

また 同時 に、行 政の 側 にも教 訓を 生か し、自 助の 取組を どう 進め

るかを問うていると思います。

津 波が 予測さ れた ら 難を避 け、 命を 守るた めに 少しで も安 全な

場所 に逃 げるこ との 重 要、こ のこ とを 市民の 皆様 が自分 事と して

考えていただくための取組強化について伺いたいと思います。

○稲田議長 松本防災安全監。

○松 本防 災安全 監 市 民の方 が自 分事 と捉え てい ただく ため の取

組に つい てでご ざい ま す。災 害時 の避 難とは 、議 員おっ しゃ られ

まし たと おり、 難を 避 け、命 を守 るこ ととい うこ とは重 要で ござ

いま す。 また、 必ず し も避難 所に 行く ことで はな いとい うこ とも

ござ いま す。こ れを こ れまで も防 災講 座等の 場で 周知・ 啓発 を行

っていたところでございます。

今 回の 地震を 受け ま して、 防災 に関 する問 合せ や講座 の要 請な

ども 増え てきて いる 状 況でご ざい ます 。これ を契 機とし まし て、

避難 ノー トやツ ール な どを用 いな がら 津波を 含め ました 災害 や避



難に つい て自分 事と し て、そ して 自分 たちの 地域 のこと とし て考

えて もら えるよ うに 引 き続き 周知 ・啓 発に努 めて まいり たい と考

えております。

○稲田議長 矢田貝議員。

○矢 田貝 議員 地域 振 興課の 中の 地域 活動の 担当 に防災 の専 門に

取り 組め る体制 を整 え られて 防災 ・減 災を進 めて おられ る、 この

こと を私 は高く 評価 を させて いた だい ており ます 。地域 の要 請に

応え るだ けでも 大変 だ とは思 いま すけ れども 、命 を守る こと 、一

次避 難に ついて の一 層 の周知 ・啓 発を よろし くお 願いい たし ます。

次 に、 （２） の地 域 住民主 体の 防災 ・減災 対策 につい て伺 いま

す。 自助 、逃げ るこ と を推進 して いく 重要性 につ いては 共有 でき

たと ころ でござ いま す が、そ の取 組の 担い手 につ いては どの よう

に考 えて いるの か伺 い ます。 また 、米 子市防 災人 材バン ク事 業の

現状と今後の活動について、お考えをお聞かせください。

○稲田議長 八幡総合政策部長。

○八 幡総 合政策 部長 まず担 い手 につ いての お尋 ねでご ざい ます

が、 地域 住民の 自助 、 これを 醸成 する ために は、 それぞ れの 地域

にお きま して地 域防 災 リーダ ーを 育成 し、地 域防 災の中 心と なっ

て自 主防 災組織 など の 活動を 牽引 して いただ く、 そうい うこ とが

必要であろうかというふうに考えております。

こ の地 域防災 リー ダ ーの担 い手 とい たしま して は、こ れは 防災

士が 期待 されて いる 、 防災士 にそ れを 期待し てい ること から 、こ

の防 災士 のさら なる ス キルア ップ を目 的とし た防 災スク ール の開

講、 地域 への防 災人 材 の紹介 を目 的と してお りま す防災 人材 バン

クの設立をするなどの取組を行っているところでございます。



次 に、 この防 災人 材 バンク の現 状等 につい ての お尋ね でご ざい

ます が、 この防 災人 材 バンク につ きま しては 、防 災研修 会の 講師

や防 災訓 練の指 導な ど 様々な 防災 活動 の支援 を行 う防災 人材 の紹

介を 行い 、地域 防災 活 動の活 性化 を図 る、そ うい う目的 で令 和６

年１ 月に 設立し たと こ ろでご ざい ます 。地域 防災 に優れ た知 見を

持つ 防災 士を登 録者 と してお りま して 、現在 １１ 名が登 録を され

てお りま す。今 後は 、 この登 録者 の増 加を図 ると ともに 、多 く地

域で 防災 活動の 支援 を してい ただ きま して、 地域 住民の 防災 意識

のさ らな る向上 を目 指 してま いり たい と、そ うい うふう に考 えて

いるところでございます。

○稲田議長 矢田貝議員。

○矢 田貝 議員 分か り ました 。今 、市 民の皆 様の 地震、 津波 に対

する 意識 は大き く変 わ ってい ると きだ という ふう に実感 をし てお

りま す。 このと きを 捉 えて、 地域 住民 が主体 的に 我が地 域に 想定

され る災 害と命 を守 る ための 避難 先を 具体的 に考 えてい く機 会を

設けていくようにしてはどうでしょうか、御所見を伺います。

○稲田議長 八幡総合政策部長。

○八 幡総 合政策 部長 具体的 な機 会は どうで しょ うかと いう こと

でご ざい ますけ ども 、 自主防 災組 織等 への出 前講 座や公 民館 の学

習講 座な どあら ゆる 場 面で防 災啓 発や 訓練指 導を 行って いる とこ

ろで ござ います 。最 近 は避難 ノー トや グルー プワ ークを 多用 した

講座 を開 催し、 先ほ ど からあ りま す防 災を自 分事 として 捉え てい

ただく、そういうことを重視しているところでございます。

こ の自 発的な 防災 活 動を浸 透さ せる ために は、 若年層 を巻 き込

んだ 防災 教育も 必要 で あると 考え てお りまし て、 引き続 き、 これ



は防 災安 全課と 連携 を いたし まし て、 小中学 校に おける 防災 授業

の実 施、 防災キ ャン プ をはじ めと した 若年層 を対 象とす る自 発的

な地 域防 災活動 の支 援 、そう いう こと に取り 組ん でまい りた いと

いうふうに考えております。

○稲田議長 矢田貝議員。

○矢 田貝 議員 部長 、 全面的 に賛 成で ござい ます 。特に 避難 所と

なり 得る 小中学 校を 中 心とし た、 小中 学校と も連 携をし た取 組に

ついてはお願いしたいところでございます。

ま た、 防災人 材バ ン ク登録 後の 活動 につい ては 、事業 がス ター

トし たば かりで ござ い ますけ れど も、 一次避 難の 啓発に つい て当

局と 力を 合わせ なが ら 活躍さ れる こと を期待 して おりま す。 私自

身も 防災 士の一 人と し て努力 をし てま いるこ とを 申し上 げた いと

思います。

次 に、 能登半 島地 震 では、 主要 道路 が閉ざ され 、孤立 した 地域

の被 害状 況がつ かめ な いこと や支 援物 資を届 ける ことが でき ない

期間 が続 き、自 助に 次 ぐ共助 とし て何 ができ るの かを考 えさ せら

れました。

本 市の 備蓄状 況と 地 域で必 要な 備蓄 への支 援策 につい て、 今後

の方向性を伺います。

○稲田議長 伊木市長。

○伊 木市 長 御 指摘 の とおり 、能 登半 島の地 震に おきま して は、

いろ いろ とこの 備蓄 品 につい て厳 しい 状況が あっ たとい うこ とは

報道 でも 伺った とこ ろ でござ いま す。 特に元 日の 夕方に 発生 した

とい うこ とで、 日頃 ふ るさと でこ の年 末年始 を過 ごした いと いう

方の 帰省 客の方 がい ら っしゃ った こと により まし て、日 常の 人口



より も多 い状態 で災 害 が発生 した とい うこと で、 特に発 災か ら１

日、 ２日 、この 辺り の 備蓄品 の消 耗と いいま すか 、使わ れ方 が非

常に多かったという話も聞いたところでございます。

そ うい う意味 で、 ど の程度 の災 害規 模で、 また 時期と して 、米

子に とり まして も例 え ば元日 はふ だん より人 口が 多い状 況が ある

わけ でご ざいま すけ ど も、そ うい った 時期と いう ことを 考え ます

と、 どれ ぐらい 備蓄 物 品を日 頃か ら備 えてお くべ きなの かと いう

こと はい ろいろ と考 え させら れる とこ ろがあ った ところ でご ざい

ます。

そ うし た中で 、本 市 といた しま して は、主 とし て鳥取 県の 震災

対策 アク ション プラ ン に基づ いて 定め られた 連携 備蓄品 、こ れを

念頭 に置 いた備 蓄を 行 ってお りま す。 やはり 被害 がなか った 地域

との いろ いろと 融通 し 合うと いう こと が大変 重要 であり まし て、

この 連携 備蓄と いう こ とを重 要視 しな がら目 標と する備 蓄量 を今

整え てい るとこ ろで ご ざいま すが 、そ れ以外 にも 市独自 とし ては、

段ボ ール の間仕 切り で すとか 、プ ライ バシー テン ト、こ れら は別

途米子市としても備蓄をしているところがございます。

ま た、 地域の 備蓄 に 対する 支援 につ きまし ては 、引き 続き 自主

防災 組織 育成補 助金 、 これを 補助 対象 とさせ てい ただき たい と思

っております。

そ れか らこれ も大 切 なこと なん です けれど も、 備蓄品 は基 本的

には 皆さ ん自身 が自 分 自身で 備え られ るもの は備 えてお くと いう

こと が大 切でご ざい ま す。特 に性 別と か、あ るい は小さ なお 子様

がい らっ しゃる とか 、 いろん な家 族の 状況に よっ て必要 な備 蓄品

とい うの は変わ って き ますの で、 その ことも 含め てまず は自 発的



な準 備と いうも のが 大 事であ るこ とを 啓発し てい きたい と思 って

おり ます し、も し災 害 時に在 庫が ない 物品が 発生 した場 合に つき

まし ては 流通備 蓄に よ って対 応す るこ とを今 考え ており ます 。以

上です。

○稲田議長 矢田貝議員。

○矢 田貝 議員 丁寧 に 御説明 いた だき ました 。私 も市長 がお っし

ゃるとおり、お考えに共感をさせていただきます。

こ の自 助が何 より も 大切。 そこ に公 助の備 えを してい ただ いて

るわ けで すけれ ども 、 その間 にあ る共 助につ いて もう少 しこ の備

蓄の 考え という とこ ろ を後押 しい ただ けない かな という ふう に思

って おり まして 、今 の 御答弁 を受 け、 私もホ ーム ページ で自 治会

への 補助 金につ いて 改 めて確 認を させ ていた だい たとこ ろで ござ

いま すが 、多く の具 体 的な例 を示 され ながら 地域 の自主 防災 の施

策の 取組 を応援 しよ う とする 当局 の取 組を、 その 思いを 受け 止め

させ てい ただい たと こ ろでご ざい ます 。地域 住民 が主体 とな り地

域に 必要 な取組 に取 り 組んで いた だけ るよう に、 引き続 き支 援の

拡充をお願い申し上げます。

次に、大要２点目に移ります。

○稲 田議 長 で は、 矢 田貝議 員、 ここ で休憩 を挟 みたい と思 いま

す。

暫時休憩いたします。

午前１１時５１分 休憩

午後 １時００分 再開

○門 脇副 議長 休憩 前 に引き 続き 会議 を開き 、市 政一般 に対 する

質問を続行いたします。



矢田貝議員。

○矢 田貝 議員 午後 か らは、 大要 ２点 目のコ ミュ ニティ ・ス クー

ルについて質問させていただきます。

コ ミュ ニティ ・ス ク ール導 入に 向け て令和 元年 度に事 業費 が計

上さ れて ５年、 実際 に 導入が 始ま って から３ 年の 今年、 市内 全校

でコ ミュ ニティ ・ス ク ール実 施予 定の ことで 、大 変うれ しく 思っ

ております。

私 は、 今まで コミ ュ ニティ ・ス クー ルの取 組は 地域共 生社 会実

現に つな がると の思 い から質 問を させ ていた だい てまい りま した

ので 、今 日も今 後大 切 になっ てく る地 域学校 協働 活動の 推進 の角

度から質問をしてまいります。

コ ミュ ニティ ・ス ク ールは 、地 域学 校協働 活動 と一体 的に 推進

して いく もので すが 、 本市に おけ る地 域学校 協働 活動の 推進 の体

制と取組状況について伺います。

○門脇副議長 長谷川教育委員会事務局長。

○長 谷川 教育委 員会 事 務局長 本 市に おきま す地 域学校 協働 活動

の推 進体 制、そ れか ら 取組状 況に つい てのお 尋ね でござ いま すが、

まず 地域 学校協 働活 動 の推進 体制 です が、こ れま で学校 運営 協議

会が 設置 された ７中 学 校区、 ２１ の小 中学校 に配 置いた しま す２

１名 の地 域学校 協働 活 動推進 員に よっ て地域 の方 や団体 等と つな

がり 、地 域学校 協働 本 部とし て緩 やか なネッ トワ ークを 形成 し、

活動に当たっていくものでございます。

そ れか ら取組 状況 に ついて でご ざい ますが 、学 校と地 域が 一体

とな りま して各 学校 の 目指す 子ど も像 の実現 に向 けて様 々な 形で

の活 動が 行われ てい る ところ でご ざい ます。 先行 導入い たし まし



た学 校で は、授 業支 援 や地域 交流 活動 を行っ たり 、また 学校 を核

とし た地 域づく りの 事 業とし て小 学校 ６年生 と地 域の方 との 語ら

う場 や中 学２年 生の 事 業所の 思い や課 題を聞 くた め事業 所訪 問を

行っ たと いうよ うな 例 がござ いま す。 今後、 学校 を核と した 地域

づく りを 目指し た取 組 を進め てい くこ ととし てい るとこ ろで ござ

います。

○門脇副議長 矢田貝議員。

○矢 田貝 議員 それ で は、地 域学 校協 働活動 推進 員に期 待す る役

割、 雇用 条件、 先行 し て取り 組ま れた 学校の 推進 の活動 状況 、今

後ス ター トする 学校 に 推進員 が確 保で きてい るの か教え てく ださ

い。

○門脇副議長 長谷川教育委員会事務局長。

○長 谷川 教育委 員会 事 務局長 地 域学 校協働 活動 推進員 に期 待す

る役 割や 雇用条 件、 そ れから 活動 内容 、それ から 今後の 推進 員の

確保 がで きてる かど う かとい うお 尋ね でござ いま すが、 まず 期待

する 役割 でござ いま す けれど も、 地域 学校協 働活 動の実 施に 当た

りま して 、地域 と学 校 の間で 人、 それ から団 体を つなぐ コー ディ

ネー トを 行うこ とに よ って活 動が より 活発に なる こと、 これ を期

待しているところでございます。

雇 用条 件とい たし ま しては 、週 １０ 時間勤 務で きる方 で、 特に

資格 や経 験を問 うも の ではご ざい ませ んが、 コー ディネ ート 役と

いう こと は期待 され て おりま すの で、 コミュ ニケ ーショ ン能 力の

ある 方で すとか 、地 域 の顔が 利く 方と いった よう な方を 地域 から

選ん でい ただき まし て 、会計 年度 任用 職員と して 任用し てい ると

ころでございます。



続 きま して、 先行 導 入した 学校 にお きます 推進 員の活 動内 容に

つい てで ござい ます け れども 、活 動内 容とい たし まして は、 その

学校 の目 指す子 ども 像 ですと か、 実施 する活 動を 地域に 対し て周

知を 図り まして 、推 進 員が企 画立 案す る活動 へよ り多く の人 が参

画す るよ う、そ の中 心 的な役 割を 担っ ている とこ ろでご ざい ます。

続 きま して、 今後 コ ミュニ ティ ・ス クール をス タート する 学校

にお けま す推進 員の 確 保につ いて のお 問合せ です けれど も、 ４月

から 組合 立を含 む４ 中 学校区 、１ ３の 小中学 校で コミュ ニテ ィ・

スク ール がスタ ート い たしま すが 、各 校のコ ミュ ニティ ・ス クー

ル準 備会 のほう での 協 議によ り選 んで いただ きま して、 全て の学

校に地域学校協働活動推進員を配置する予定でございます。

○門脇副議長 矢田貝議員。

○矢 田貝 議員 各校 に 推進員 が配 置で きると いう ふうに 受け 取ら

せて いた だいて よろ し いとい うこ とだ と思い ます 。安心 いた しま

した。

さ て、 今月２ ４日 、 米子市 小中 学校 ＰＴＡ 連合 会のコ ミュ ニテ

ィ・ スク ール講 演会 に 参加さ せて いた だきま した 。その とき 私は、

今後 は特 に地域 学校 協 働活動 との 一体 的な推 進に ついて 生涯 学習

課が 中心 となら れて 説 明をし 、協 議会 メンバ ー等 に対し て丁 寧に

質問 に答 えてい かれ る 機会が 必要 だと 感じた とこ ろでご ざい ます

けれ ども 、地域 学校 協 働活動 やコ ミュ ニティ ・ス クール に関 わる

方々の育成についてどのようにお考えなのか伺います。

○門脇副議長 長谷川教育委員会事務局長。

○ 長 谷 川 教 育 委 員 会 事 務 局 長 地 域 学 校 協 働 活 動 、 コ ミ ュ ニ テ

ィ・ スク ールに 関わ る 方の育 成に つい てのお 尋ね でござ いま すが、



地域 学校 協働活 動や コ ミュニ ティ ・ス クール に関 わる方 は、 教職

員や 地域 の方、 また 学 校運営 協議 会の 委員や 先ほ ど説明 いた しま

した 推進 員など 、多 様 で役割 が異 なる 方がお られ ます。 です ので、

それ ぞれ の立場 や役 割 に応じ た研 修を 実施す るこ ととし てお りま

す。 例え ば地域 の方 を はじめ 市民 向け に地域 学校 協働活 動の 有用

性を 説明 したり です と か、活 動へ の理 解、参 画を 促すこ とを 目的

に市 民向 け、地 域向 け の研修 会を 開催 するほ か、 また地 域学 校協

働活 動推 進員や 統括 コ ーディ ネー ター に対し まし てはコ ミュ ニテ

ィ・ スク ールに 資す る 研修会 に積 極的 に参加 を促 し、地 域に おけ

るコ ーデ ィネー ト能 力 の向上 を図 るな ど様々 な各 種研修 を計 画い

たしまして、育成に努めたいと考えております。

○門脇副議長 矢田貝議員。

○矢 田貝 議員 分か り ました 。し っか りと各 対象 も把握 され なが

ら取 り組 んでい かれ る という ふう に決 意を受 け止 めさせ てい ただ

きます。

次 も今 の御答 弁に 関 連する 提案 とな ります けれ ども、 社会 教育

の向 上に ついて でご ざ います 。各 校の 地域学 校協 働活動 推進 員に

は社 会教 育につ いて も 研修や 大会 等へ の参加 の機 会をつ くら れて

はどうかと提案をさせていただきます。御所見を伺います。

○門脇副議長 長谷川教育委員会事務局長。

○長 谷川 教育委 員会 事 務局長 地 域学 校協働 活動 推進員 に社 会教

育の 研修 の機会 をつ く っては どう かと いうお 尋ね でござ いま すけ

れど も、 コミュ ニテ ィ ・スク ール と地 域学校 協働 活動を 一体 的に

進め る上 で活動 を担 う 地域の 人づ くり が重要 であ りまし て、 その

ため には 社会教 育の 視 点が必 要だ と認 識して いる ところ でご ざい



ます 。し たがい まし て 、地域 学校 協働 活動推 進員 に対し ては 社会

教育 に関 する研 修へ の 参加を 促し 、研 さんの 機会 を設け るよ うに

取り組んでまいりたいと考えております。

○門脇副議長 矢田貝議員。

○矢 田貝 議員 ぜひ よ ろしく お願 いい たしま す。 また、 重ね ての

お願 いと なりま すけ れ ども、 研修 や大 会等へ の参 加につ きま して

は、 自費 ではな く派 遣 という 形で 御検 討くだ さい 。また 、学 校運

営協 議会 の会長 にも そ のよう な機 会を いただ きま すよう にお 願い

を申し上げたいと思います。

次 に、 代表質 問に 対 する御 答弁 では 、各校 のコ ミュニ ティ ・ス

クー ルの 取組の 支援 に ついて は課 題と して認 識さ れてい ると ござ

いま した が、私 は先 ほ ども申 し上 げま した地 域学 校協働 活動 との

一体 的な 取組に つい て の丁寧 な説 明と 併せて 各校 の取組 を紹 介し

たり 、ア ドバイ スす る など市 全体 を統 括し、 コー ディネ ート して

いく 体制 強化の 必要 性 がある と考 えて おりま す。 御所見 と今 後の

体制、人員配置計画について伺います。

○門脇副議長 長谷川教育委員会事務局長。

○長 谷川 教育委 員会 事 務局長 コ ミュ ニティ ・ス クール と地 域学

校協 働活 動の全 市的 な コーデ ィネ ート につい ての お尋ね でご ざい

ます が、 本年４ 月に は 、米子 市立 、組 合立の 全て の小中 学校 にコ

ミュ ニテ ィ・ス クー ル を導入 する 予定 でござ いま すので 、全 ての

校区 で取 組が遅 れる こ となく 、地 域の 実情に 応じ た特色 のあ る活

動を 着実 に行っ てい く ことが 課題 であ ると考 えて おりま す。 その

ため にも 、全市 的な 連 携や先 進事 例の 共有、 連絡 調整や 助言 指導

など の協 力支援 体制 を 構築す る、 そう いった 全体 を統括 する 役割



が重 要に なって くる と 考えて おり まし て、そ のた めにも 統括 コー

ディ ネー ターの 体制 を 強化す る必 要が あると 考え ており ます 。し

たが いま して、 学校 運 営協議 会を 導入 する全 ての 学校に 地域 学校

協働 活動 推進員 を配 置 してい くこ とと してお りま すし、 さら に、

市全 体の 取組を 着実 に 進める ため 、統 括コー ディ ネータ ーを ２名

から３名増員すると、そういう計画にしております。

○門脇副議長 矢田貝議員。

○矢 田貝 議員 承知 し ました 。統 括コ ーディ ネー ターは 、推 進員

との 連携 や育成 、そ し て地域 学校 協働 活動と の橋 渡しと して 、一

層重 要に なって くる 方 だと思 って おり ます。 お一 人増員 され ると

いう こと でござ いま す けれど も、 教員 経験者 に限 らず、 社会 教育

委員 、あ るいは 社会 教 育主事 の資 格を 持つ本 市職 員など から も統

括コ ーデ ィネー ター と しての 配置 を検 討され 、体 制強化 して いく

こと も考 えられ るの で はない でし ょう か。ま ずは 、ブロ ック 単位

の配 置、 そして 中学 校 単位の 配置 を目 指され ては いかが とい うこ

とを 提案 をさせ てい た だきま す。 また 、重要 なの は、地 域学 校協

働活 動推 進の原 動力 と なる人 材確 保と 育成で す。 その取 組の 強化

の必 要性 を重ね て申 し 上げま して 、次 の大要 ３点 目の質 問に 移っ

てまいりたいと思います。

子 育て 家庭へ の支 援 充実、 ファ ミリ ー・サ ポー ト・セ ンタ ーに

つい て、 まず、 この 事 業の仕 組み と援 助内容 につ いて伺 いま す。

また 、コ ロナ禍 前後 の 申込み や問 合せ 状況と 利用 実績に つい てお

伺いいたします。

○門脇副議長 瀬尻こども総本部長。

○瀬 尻こ ども総 本部 長 事業 の仕 組み と援助 内容 、コロ ナ禍 前後



の申 込み 状況等 と利 用 実績に つい てで ござい ます が、ま ず、 事業

の仕 組み と援助 内容 に つきま して は、 ファミ リー ・サポ ート ・セ

ンタ ーは 、市内 在住 者 及び勤 務し てい る方を 対象 といた しま して、

育児 の援 助を行 いた い 方と育 児の 援助 を受け たい 方を会 員と いた

しま して 、会員 相互 に 育児の 援助 を行 う事業 でご ざいま す。 援助

内容 は、 保育園 、幼 稚 園、学 校等 の始 業前後 の送 迎や休 日の 預か

り、 習い 事への 送迎 、 保護者 の病 気や 急用、 冠婚 葬祭時 の預 かり

などでございます。

続 きま して、 コロ ナ 禍前後 の申 込み や問合 せ状 況につ きま して

は、 コロ ナ禍に おき ま しては 、社 会全 体が様 々な 制限に より 自粛

傾向 にあ り、申 込み は 減少い たし まし たが、 コロ ナ禍後 は増 加し

ております。

続 きま して、 コロ ナ 禍前後 の利 用実 績につ きま しては 、令 和元

年度 が 2,３ ９ ４ 件 、 令 和 ２ 年 度 が 1,５ ４ ９ 件 、 令 和 ３ 年 度 が 2,２

０ ３ 件 、 令 和 ４ 年 度 が 2,２ ７ ８ 件 、 令 和 ５ 年 度 １ 月 末 現 在 で す が、

2,４９８件でございます。

○門脇副議長 矢田貝議員。

○矢 田貝 議員 分か り ました 。こ のフ ァミリ ー・ サポー トで すけ

れど も、 公的な 預か り の先と いう こと と比べ まし て、こ の身 近な

とこ ろで 家族に 寄り 添 ってい ただ ける サポー ト体 制とし てと ても

期待 をさ れてい るも の だとい うふ うに 思いま すけ れども 、コ ロナ

禍を 含め て、病 児・ 病 後児、 ある いは 家族の 病気 の際の 利用 ニー

ズと対応、これは本市はどのようにされているのか伺います。

○門脇副議長 瀬尻こども総本部長。

○瀬 尻こ ども総 本部 長 コロ ナ禍 を含 めた病 児・ 病後児 、家 族の



病気 の際 の利用 ニー ズ と対応 につ いて でござ いま すが、 利用 ニー

ズに 対し まして は、 病 児・病 後児 保育 事業の 利用 を促し てお り、

コロ ナ禍 の利用 ニー ズ につき まし ては 、減少 傾向 にござ いま した

が、 今年 度は回 復し て いると ころ でご ざいま す。 また、 保護 者や

兄弟 を含 む、家 族の 病 気の際 は、 児童 本人に 病気 の症状 がな けれ

ば、 ファ ミリー ・サ ポ ート・ セン ター の事業 によ り、預 かり 等の

利用 が可 能でご ざい ま すが、 コロ ナ禍 を含め 、利 用ニー ズは 少な

く、今年度１月末までの実績はゼロ件でございます。

○門脇副議長 矢田貝議員。

○矢 田貝 議員 条件 に よって は、 ファ ミリー ・サ ポート ・セ ンタ

ー事 業で の預か りも 可 能とい うよ うな ことを 今、 御回答 され まし

たけ れど も、実 際に 、 ファミ サポ では 、病児 ・病 後児の 利用 ニー

ズにどのような対応をされているのでしょうか伺います。

○門脇副議長 瀬尻こども総本部長。

○瀬 尻こ ども総 本部 長 ファ ミリ ー・ サポー ト・ センタ ーで の病

児・ 病後 児の利 用ニ ー ズと対 応に つい てでご ざい ますが 、フ ァミ

リー ・サ ポート ・セ ン ターで は、 病児 ・病後 児の 利用は 受け てい

ない ため 、利用 ニー ズ に対し まし ては 、病児 ・病 後児保 育事 業の

利用を促しているところでございます。

○門脇副議長 矢田貝議員。

○矢 田貝 議員 この フ ァミリ ー・ サポ ートの 目的 に病児 ・病 後児

を入 れて いくこ とが で きない とい うと ころを 何と か改善 をし てい

ただ きた いとい う願 い があり ます 。子 どもの 体調 が悪く なれ ば、

仕事 中で も保育 園等 に 迎えに 行っ たり とか、 仕事 を休ま なけ れば

なら ず、 収入減 に直 結 し、困 って いる という 声を 幾つも 聞い てお



りま す。 子ども ・子 育 て家庭 を支 え、 さらに は女 性活躍 を進 める

ため にも 、病児 ・病 後 児に対 する 家族 支援の 構築 は急務 だと 考え

ます 。そ こで、 ファ ミ サポで の病 児緊 急対応 強化 事業の 取組 を求

めたいと思いますが、御見解を伺います。

○門脇副議長 瀬尻こども総本部長。

○瀬 尻こ ども総 本部 長 ファ ミリ ー・ サポー ト・ センタ ーで の病

児 緊 急 対 応 強 化 事 業 の 取 組 に つ い て で ご ざ い ま す が 、 現 在 、 病

児・ 病後 児につ きま し ては、 病児 ・病 後児保 育事 業の拡 充を 進め

てお り、 一般家 庭で の 援助を 行う 事業 である ファ ミリー ・サ ポー

ト・ セン ターで の病 児 緊急対 応強 化事 業につ きま しては 、対 応は

して おり ません 。今 後 、病児 緊急 対応 強化事 業に つきま して は、

利用 ニー ズ等を 踏ま え 、委託 先で ある 米子市 社会 福祉協 議会 と協

議しながら、調査・研究していきたいと考えております。

○門脇副議長 矢田貝議員。

○矢 田貝 議員 ファ ミ サポの 延長 でこ の緊急 時の 病児・ 病後 児の

預か りが いただ けま す と大変 あり がた いなと いう ふうに 思い ます

ので 、し っかり と委 託 先との 協議 をお 願いし てい きたい と思 いま

す。よろしくお願いいたします。

次 に、 現在の ファ ミ サポへ の依 頼者 の申込 方法 と援助 者と のマ

ッチ ング 方法に つい て 伺いま す。 また 、緊急 時の 対応や マッ チン

グの 時間 短縮に デジ タ ル活用 が有 効だ と考え ます 。推進 して いく

べきではないでしょうか、御見解を伺います。

○門脇副議長 瀬尻こども総本部長。

○瀬 尻こ ども総 本部 長 現在 の依 頼者 の申込 みと 援助者 との マッ

チン グ方 法及び デジ タ ル活用 につ いて でござ いま すが、 現在 の依



頼者 の申 込みや 援助 者 とのマ ッチ ング 方法に つき まして は、 電話

連絡 によ り対応 して い るとこ ろで ござ います 。デ ジタル 活用 につ

きま して は、個 別の 事 情等を 詳し く聞 き取る 必要 がある ため 、利

用申 込み からマ ッチ ン グまで 完全 にデ ジタル 化す ること は困 難で

ある と考 えてお りま す が、利 用申 込み におき まし ては、 公式 ＬＩ

ＮＥ など の活用 が可 能 である と考 えら れます ため 、今後 、委 託先

であ る米 子市社 会福 祉 協議会 と協 議し 、検討 して いきた いと 考え

ております。

○門脇副議長 矢田貝議員。

○矢 田貝 議員 ぜひ 委 託先と の御 協議 、よろ しく お願い 申し 上げ

ます。

昨 日、 伊藤議 員が 孤 立支援 であ ると か、不 登校 児童へ の支 援と

して 、家 庭訪問 の充 実 、ある いは 生活 支援の 強化 につい て取 り上

げて いら っしゃ いま し たが、 私も 同じ 思いで ござ いまし て、 現行

制度 の中 での相 談支 援 から一 歩深 い取 組、生 活の 視点へ 支援 の目

線を 移し ていた だき た いとい うふ うに 考えて おり ます。 何が 言い

たい かと 申しま すと 、 現在、 ファ ミサ ポでは 、援 助者宅 でお 子さ

んを 預か るとい うこ と になっ てお りま すけれ ども 、依頼 者の お宅

で預 かり 支援を する 事 業を市 とし ても 考えて いた だきた い、 この

ことを提案させていただきたいと思います。

さ て、 伊木市 長は 、 市政の 基本 方針 の一つ に教 育と子 育て しや

すい まち づくり を掲 げ ていら っし ゃい ます。 制度 では、 様々 なニ

ーズ に応 え、支 え切 れ ない部 分が ござ います 。今 後、そ れら を十

分に 御協 議いた だき ま して、 ニー ズに 即した 市独 自の支 援構 築を

御検討いただけないでしょうか。市長の御所見を伺います。



○門脇副議長 伊木市長。

○伊 木市 長 教 育と 子 育て支 援の 充実 は本市 の重 要施策 でご ざい

まし て、 切れ目 のな い 伴走型 の相 談支 援や子 育て 支援、 子育 て世

帯へ の支 援の拡 充、 子 育て支 援施 設の 整備な ど、 市独自 の支 援も

含め まし て、子 育て し やすい 環境 づく りに取 り組 んでい ると ころ

でご ざい ます。 今後 の 市独自 の支 援に つきま して は、病 児・ 病後

児保 育へ の対応 も含 め まして 、引 き続 き保護 者の ニーズ の把 握に

努め まし て、国 など の 制度の 活用 も検 討しな がら 、ニー ズに 応じ

た施策を展開していきたいと考えております。

○門脇副議長 矢田貝議員。

○矢田貝議員 市長、どうぞよろしくお願いいたします。

次 に、 しっか りと 市 民のニ ーズ を把 握して 、そ れに応 えて いき

たい とい う市長 の御 答 弁をい ただ きま したけ れど も、子 育て 家庭

の家 事・ 育児支 援の ニ ーズの 把握 と分 析、そ れに 対する 本市 の取

組方針について伺います。

○門脇副議長 瀬尻こども総本部長。

○瀬 尻こ ども総 本部 長 子育 て家 庭へ の家事 ・育 児支援 のニ ーズ

把握 及び 分析並 びに 取 組方針 につ いて でござ いま すが、 家事 ・育

児支 援の ニーズ につ き まして は、 乳幼 児健診 やこ ども総 合相 談窓

口の 相談 内容等 で把 握 してい ると ころ でござ いま す。家 族の 協力、

一時 預か り保育 、離 乳 食相談 のほ か、 産後の 支援 が求め られ てお

り、 産後 ケア事 業や 産 後ヘル プサ ービ ス事業 、養 育支援 訪問 事業

など 、ニ ーズに 応じ 、 迅速に 適切 な支 援につ なげ ていく こと が重

要で ある と考え てお り ます。 今後 もニ ーズ把 握を 行いな がら 、必

要な支援の充実強化に取り組んでまいります。



○門脇副議長 矢田貝議員。

○矢 田貝 議員 今の 総 本部長 の御 答弁 のほか にも 、妊娠 期の 支援

であ ると か、里 親支 援 、ある いは ヤン グケア ラー 等々、 子育 て家

庭の 支援 ニーズ は実 に 多岐に わた って いるも のだ と認識 して おり

ます 。そ の多様 なニ ー ズの中 でも アウ トリー チ支 援、伴 走支 援に

つい ては 、こど も総 本 部の福 祉と 教育 の一体 的支 援の一 つと して

検討いただきたいと考えております。御見解を伺います。

○門脇副議長 瀬尻こども総本部長。

○瀬 尻こ ども総 本部 長 子育 て家 庭へ のアウ トリ ーチ支 援、 伴走

支援 につ いてで ござ い ますが 、子 育て 家庭の 支援 ニーズ は多 様化

して おり 、ニー ズに 応 じたサ ービ スの 充実を 図る 必要が ある と考

えて おり ます。 福祉 と 教育の 一体 的支 援の一 つと いたし まし て、

家庭 児童 相談室 とス ク ールソ ーシ ャル ワーカ ーと の緊密 な連 携に

よる 子ど も、家 庭へ の 早期支 援と 直接 的な支 援の 充実を 図り 、子

ども たち を取り 巻く 様 々な課 題に 対し まして 、一 体的か つ迅 速に

対応 を行 ってい ると こ ろでご ざい ます 。引き 続き 発達、 家庭 環境

など 、様 々な要 因が 複 合的に 重な り、 多様化 、複 雑化し てい る子

ども たち の課題 に対 し まして は、 重層 的支援 体制 の中で 課題 解決

に向け、取り組んでまいります。

○門脇副議長 矢田貝議員。

○矢 田貝 議員 こど も まんな か社 会の 実現に 向け て、結 婚、 妊娠、

出産 、子 育てに 夢や 希 望を感 じら れる 社会を 実現 し、少 子化 の流

れに スト ップを かけ る 決意で 、こ ども 総本部 内の 連携に とど まら

ず、 全市 的な重 層的 支 援体制 への 一歩 深い関 わり を期待 をさ せて

いただきます。



次 に、 大要４ 点目 、 初めに 、重 層的 支援体 制整 備の取 組に つい

て伺います。

来 年度 、次期 計画 策 定に向 かう 地域 つなが る福 祉プラ ンと 重層

的支援体制整備事業の評価と今後の取組方針について伺います。

○門脇副議長 塚田福祉保健部長。

○塚 田福 祉保健 部長 地域つ なが る福 祉プラ ンと 重層的 支援 体制

整備 事業 の評価 と今 後 の取組 方針 につ いてで ござ います が、 まず、

地域 つな がる福 祉プ ラ ンの評 価に つき まして は、 総合相 談支 援セ

ンタ ーえ しこに の設 置 等によ り、 住民 の困り 事を きめ細 やか に受

け止 め、 寄り添 う体 制 を構築 でき たこ とは一 定の 効果が あっ たと

考え てお ります 。一 方 で、福 祉の 困り 事を抱 えら れた方 をど のよ

うに 地域 で支え てい く か。ま た、 民間 との協 働や 地域活 動者 の人

材育 成等 につき まし て は、今 後の 課題 と感じ てい るとこ ろで ござ

いま す。 今後の 方針 に つきま して は、 現行計 画の 理念を 踏襲 いた

しま して 、地域 共生 社 会の実 現を 念頭 に、包 括的 な支援 体制 の拡

充、 社会 的孤立 の防 止 、福祉 教育 や人 材の育 成に 重点を 置く こと

としております。

重 層的 支援体 制整 備 事業の 評価 につ きまし ては 、多機 関と の協

働に よる 世代や 分野 を 問わな いあ らゆ る福祉 課題 に対す る相 談を

受け 止め 、支援 を届 け ますと とも に地 域の支 え合 いの機 能強 化に

努め てき たとこ ろで ご ざいま す。 また 、全市 職員 を対象 とい たし

まし た断 らない 相談 研 修の実 施や 専門 職、市 民の 皆様を 対象 とし

まし た人 と地域 とつ な がる研 修等 を実 施しま すこ とで地 域福 祉活

動者 の確 保、育 成に も 努めて おり まし て、包 括的 な相談 支援 体制

の構 築は 着実に 進捗 し ている と考 えて いると ころ でござ いま す。



今後 の取 組方針 につ き まして は、 えし こにの 総合 相談支 援員 や地

域福 祉活 動支援 員と 地 域の人 づく り、 まちづ くり 支援を 行う 地域

活動 支援 員とが 一体 と なりま して 、中 学校区 をベ ースと しま した

チー ムを 編成し 、支 援 関係機 関等 と連 携した 住民 主体の 活動 支援

と個 別課 題の相 談支 援 を行う 総合 相談 支援体 制の 構築を 目指 して

いくこととしております。

○門脇副議長 矢田貝議員。

○矢 田貝 議員 この 重 層的支 援体 制整 備事業 とい う言葉 が、 例え

ば事 業の 予算の 名前 で あると か、 全体 のまち づく りで使 われ てみ

たり とか 、また 総合 相 談支援 セン ター の取組 の中 で使わ れる 言葉

とし て、 様々な 捉え 方 があり まし て、 今、部 長の お答え いた だい

た部 分と いうの は理 解 をさせ てい ただ きます けれ ども、 しっ かり

とま ちの 中との つな が ってい く取 組と いう部 分に ついて も御 協議

をい ただ いて、 その 上 で次期 策定 に向 かって いた だきた いな とい

うふうに考えているところでございます。

次 に、 ふれあ いの 里 包括支 援セ ンタ ーの運 営に 包含し たえ しこ

にを 直営 として きた 理 由と令 和７ 年度 からふ れあ いの里 地域 包括

支援 セン ターを 委託 方 式にす る狙 いに ついて 伺い ます。 そし て、

続け て、 今後、 総合 相 談支援 セン ター えしこ には 直営と され るの

か、 その 理由に つい て も伺い たい と思 います 。ま た、２ か所 目以

降の 総合 相談支 援セ ン ターに つい ては どのよ うに 考えら れて いる

のか、併せてお答えください。

○門脇副議長 塚田福祉保健部長。

○塚 田福 祉保健 部長 ふれあ いの 里地 域包括 支援 センタ ーの 運営

を直 営と してき た理 由 と令和 ７年 度か ら委託 方式 にする 狙い につ



いてお答えさせていただきます。

ふ れあ いの里 地域 包 括支援 セン ター は、多 様化 、複雑 化す る相

談に 対応 するた めに 、 令和４ 年４ 月に 開設し まし た直営 の総 合相

談支 援セ ンター えし こ にに内 包す る形 で直営 化し たとこ ろで ござ

いま す。 この間 、高 齢 化に伴 いま して 、地域 包括 支援セ ンタ ーの

求め られ る役割 や業 務 が増大 する 中、 総合相 談支 援セン ター とし

ての 役割 を持つ こと が 過重な 業務 とな ってき たた め、総 合相 談支

援セ ンタ ーから 独立 し た形で 事業 を行 うこと が望 ましい と判 断い

たし まし て、従 来の 委 託形式 に戻 すこ ととい たし ました 。今 後、

地域 包括 支援セ ンタ ー の日常 生活 圏域 への再 編と 地域包 括支 援セ

ンタ ー間 の総合 調整 や 後方支 援な どの 機能を 有す る地域 包括 支援

セン ター 統括員 の直 営 配置を 行う こと で、よ り効 果的な 運営 を実

施してまいりたいと考えているところでございます。

次 に、 総合相 談支 援 センタ ーの 今後 の方向 性に ついて でご ざい

ます が、 複雑化 、複 合 化した 課題 や制 度のは ざま の課題 を抱 えた

方へ の支 援を行 いま す には、 行政 とし て様々 な分 野の関 係者 に協

力を 求め 、それ ぞれ の 役割調 整を 担う ととも に、 安定的 に支 援を

届け る必 要性が ある こ とから 、基 本的 には直 営で の設置 を考 えて

いる とこ ろでご ざい ま す。２ か所 目以 降の総 合相 談支援 セン ター

につ きま しては 、ま ず はえし こに の総 合相談 支援 体制の 充実 を図

りま して 、中学 校区 を ベース とし たチ ーム編 成に よる全 市的 な住

民主 体の 活動支 援と 個 別課題 の相 談支 援を行 うこ ととし てお りま

して 、支 援ニー ズや 相 談実績 等、 状況 を検証 しな がら、 総合 相談

支援 セン ターの 複数 設 置につ いて 検討 してい く考 えでご ざい ます。

○門脇副議長 矢田貝議員。



○矢田貝議員 様々御答弁ありがとうございます。

代 表質 問への 御答 弁 と合わ せて 、私 は、総 合相 談支援 セン ター

の全 市展 開に係 る方 向 性につ いて は理 解をさ せて いただ くと ころ

でご ざい ます。 また 、 お示し いた だい ている 公民 館を拠 点と した

地域 づく りにつ いて は 、伊木 市長 御就 任当初 より 、まち づく りの

視点 から の議論 を何 度 も何度 も本 当に 何度も 議論 をさせ てい ただ

いて きま したの で、 大 変この お示 しい ただい たこ とに感 謝を し、

また 今後 に期待 をし て いると ころ でご ざいま す。 ですが 、私 は、

この ふれ あいの 里を 、 地域包 括支 援セ ンター を委 託方式 にす る方

針に つい てはも う少 し 理解が でき てな いとこ ろで ござい ます 。運

営方 法の ことを 言っ て いるの では なく て、総 合相 談支援 体制 を目

指し てき た中で 、市 民 にとっ てこ の方 針とい うの がどう なの かと

いう こと が分か らな い からで あり ます 。ふれ あい の里地 域包 括支

援セ ンタ ーと総 合相 談 支援員 とが 一丸 となっ て、 高齢者 、障 がい

者、 生活 困窮等 の複 雑 化、複 合化 した 課題に 対応 されて きた 。ま

た、 各地 域包括 支援 セ ンター でも 、地 域との 信頼 関係を 築き 、地

域課 題に 取り組 まれ て おりま す。 その 包括職 員の 声、支 援員 の声、

そし て、 現場で 長く 培 われて おら れる 、そし て、 この地 域つ なが

る福 祉プ ランを 共に 推 進して きた 社会 福祉協 議会 の皆さ んの 思い

も生 かし ながら 、や は り私は 一番 に市 民のた めに どうな のか とい

う視 点か らの今 後の 議 論をし てい ただ きたい と、 このこ とは お願

いをしておきたいと思います。

そ して 、もう １点 申 し上げ たい のは 、ふれ あい の里地 域包 括支

援セ ンタ ーを委 託に 戻 すとい うこ とは 、重層 的な 福祉圏 域の 設定

と総 合相 談支援 エリ ア のゴー ルイ メー ジを変 える 可能性 も出 てく



る 話 で あ る の で は な い か と 思 っ て お り ま す 。 今 、 当 局 に お い て

様々 な議 論を重 ねて こ られ、 今回 お示 しいた だい ている もの は、

行政 側の 視点だ とい う ふうに 私は 受け 止めて おり まして 、市 民の

立場 から 申し上 げる と 、総合 相談 支援 センタ ーえ しこに は、 ええ

しこ に対 応して もら え る場所 、断 らな い相談 窓口 として 期待 され

てい ると いうこ とを 議 論の際 には 忘れ ないで いた だきた いと いう

ふう に思 ってお りま す 。そし て、 この ええし こに という 考え が市

民が 実感 できる 仕組 み となる こと を期 待して いる という こと を申

し上げさせていただきます。

そ して 、次に 、今 後 の公民 館を 拠点 とした 地域 共生社 会の 実現

に向 けた 各地域 にお け る協議 と重 層的 支援体 制事 業の、 特に 地域

活動 の推 進の部 分を ど のよう に関 連づ けてい くの か、ま たそ れを

統括する部局、体制についてお伺いいたします。

○門脇副議長 八幡総合政策部長。

○八 幡総 合政策 部長 地域共 生の まち づくり に対 する御 質問 だと

いう ふう に理解 をい た します が、 地域 活動と いい ますの は、 議員

御案 内の ように 、地 区 により 様々 なも のがあ るわ けでご ざい まし

て、 課題 や取組 に応 じ て、例 えば その 地域の 関係 者で協 議し て、

チー ムを 編成す るな ど 、様々 な主 体と ともに 、先 ほど答 弁さ せて

いた だき ました 地域 連 携会議 で協 議を 行い、 地域 の特色 や強 みを

生か しな がらこ の活 動 を推進 して いき たい、 そう いうふ うに 考え

ているところでございます。

ま た、 本市に おい て 、この 地域 活動 全般を 統括 する部 局及 び体

制に つい ては、 この 地 域共生 のま ちづ くりと いう ものに つき まし

ては 、こ れは全 庁的 に これを 進め るも のであ ると 。そう いう こと



です から 、総合 政策 部 が所管 をし 、副 市長が 座長 を務め ます 地域

まち づく り推進 会議 で これを 統括 して いきた いと 、そう いう ふう

に考えているところでございます。

○門脇副議長 矢田貝議員。

○矢 田貝 議員 今後 は 、公民 館の 考え 方であ りま すとか 、地 域活

動の 推進 、人材 育成 な ど、具 体的 に、 また様 々に 示され てく るだ

ろう と思 ってお りま す 。期待 をし てお ります 。よ ろしく お願 いい

たします。

次 に、 つなが りサ ポ ーター の育 成に ついて 伺い たいと 思い ます。

分野 横断 的に多 様な 支 援ニー ズに 対応 する支 援体 制を目 指し た人

材育 成、 孤立、 孤独 を 含む生 きづ らさ を抱え た方 を支え る人 材の

育成 につ いて、 本市 の 取組の 内容 と実 績、ま た研 修修了 者の 具体

的実践の好事例があれば、お聞かせください。

○門脇副議長 塚田福祉保健部長。

○塚 田福 祉保健 部長 地域人 材の 育成 の取組 につ いてで ござ いま

す。 まず 、取組 の内 容 と実績 につ いて でござ いま すが、 地域 にお

ける 支え 合い活 動を 行 う人材 を育 成す ること を目 的とし まし て、

令和 ３年 度から 人と 地 域とつ なが る研 修を実 施し ており まし て、

令和 ４年 度まで に民 生 委員、 在宅 福祉 委員の 方々 を含み ます 市民

の皆 様４ ４名、 また 福 祉専門 職等 の２ ２１名 の延 べ２６ ５名 の方

に受 講い ただい たと こ ろでご ざい ます 。令和 ５年 度は、 本市 も協

力を いた しまし て、 鳥 取県が 主催 とな りまし て開 催をし てお りま

して 、１ ０１名 に受 講 いただ き、 うち 米子市 の受 講者は ８２ 名で

ございました。

修 了者 の具体 的実 践 の好事 例に つい てでご ざい ますが 、人 と地



域と つな がる研 修を 修 了され た方 が地 域福祉 活動 を行っ てい る事

例も ある と考え られ ま すが、 個々 の具 体的な 実践 の把握 はで きて

いないところでございます。

○門脇副議長 矢田貝議員。

○矢 田貝 議員 分か り ました 。そ れで は、こ の今 取り組 んで いら

っし ゃる 研修で すけ れ ども、 今後 の対 象者と 取組 の目標 、ま た実

践に つな がる研 修内 容 につい てど のよ うに考 えて いらっ しゃ るの

か伺います。

○門脇副議長 塚田福祉保健部長。

○塚 田福 祉保健 部長 今後の 人材 育成 研修の 対象 者、取 組目 標、

実践 につ ながる 研修 の 内容に つい ての お尋ね でご ざいま すが 、人

と地 域と つなが る研 修 につき まし ては 、令和 ６年 度以降 も米 子市

民を はじ め、県 民を 対 象とし まし て、 これま での 研修と 同様 の内

容で 、鳥 取県主 催に て 実施を する ほか 、人と 地域 とつな がる 研修

の受 講者 のうち 、希 望 者を対 象と いた しまし て、 本年度 から 本市

主催 で開 催をし てお り ます人 と地 域と つなが る研 修のフ ォロ ーア

ップ 研修 を来年 度以 降 も実施 する こと として おり ます。 地域 福祉

の実 践や 地域の 中で 生 きづら さを 抱え た方に 気づ き、え しこ に等

支援 関係 機関に つな ぐ 役割を 担う 人材 の確保 、育 成を目 標と して

おり ます 。地域 福祉 の 活動に おけ る意 識醸成 のた めの講 義や ボラ

ンテ ィア 体験活 動等 の 実践な ど、 地域 活動へ の後 押しと なる 内容

で開催していきたいと考えております。

○門脇副議長 矢田貝議員。

○矢 田貝 議員 私、 御 回答の 中で 、米 子市が され てきた のが 鳥取

県が 主体 になっ たと い うこと で、 どう いうこ とか なとい うこ とで、



改め て担 当課に 確認 を させて いた だい たんで すけ れども 、こ れは

本市 の地 域福祉 を支 え てくだ さっ てい る事業 者、 関係者 の皆 様の

先駆 的な 取組も あり 、 本市が 県内 に先 駆け、 鳥取 県に働 きか け、

今年 度、 鳥取県 主催 で 開催さ れた とい うこと を知 りまし た。 この

地道 な取 組とい うこ と に敬意 を表 した いと思 いま す。し かし なが

ら、 せっ かく先 駆け た このす ばら しい 内容の 研修 である にも かか

わら ず、 どのよ うに 成 果が生 かさ れて いるの か分 からな いま まと

いう のは もった いな い と思い ます 。実 際、私 もこ の研修 に米 子市

とし て取 り組ん でい か れる前 の本 当に スター トの 頃の話 にな って、

数年 前で すけれ ども 、 ２回、 研修 会に 参加を させ ていた だき まし

た。 参加 されて いる 方 々の顔 ぶれ を拝 見しま して も、し っか りと

行政 の方 、専門 職の 方 が多か った なっ ていう のを 空気で 感じ まし

て、 そこ に私が いる と いうこ とを どき どきし なが ら、グ ルー プワ

ーク 等に 参加さ せて い ただい たわ けで ござい ます けれど も、 今は、

その フォ ローア ップ 研 修に向 かわ れて 、具体 的な 後押し もし てい

かれ ると いうこ とで ご ざいま すの で、 期待を して いると ころ でご

ざい ます が、フ ォロ ー アップ 研修 のこ の修了 者の 皆さん に、 半年

とか １年 とか、 ある 程 度の期 間を 空け てから 、ア ンケー ト等 で現

状を 聞か れる。 ある い はその 後の 様々 な研修 等を お知ら せし てい

くと いう ような フォ ロ ーをさ れて いっ てはど うで しょう かと いう

こと 、こ れは提 案を さ せてい ただ きた いとい うふ うに思 いま すの

で、よろしくお願いいたします。

本 日、 最後の 質問 、 提案に なり ます けれど も、 本年４ 月に は孤

独・ 孤立 対策推 進法 が 施行さ れま す。 国は対 策強 化に乗 り出 し、

市民 がボ ランテ ィア と して担 い手 とな るつな がり サポー ター の養



成に 取り 組むと のこ と であり ます 。鳥 取市の 取組 を先進 事例 とし

て全 国展 開を目 指す そ うです が、 本市 もつな がり サポー ター 養成

に取り組んではどうでしょうか。御見解を伺います。

○門脇副議長 塚田福祉保健部長。

○塚 田福 祉保健 部長 つなが りサ ポー ターに つい てでご ざい ます

が、 本市 におき まし て 、鳥取 市で 実施 されて おり ますつ なが りサ

ポー ター の養成 研修 と 類似の 取組 とい たしま して は、先 ほど も御

答弁 させ ていた だき ま した人 と地 域と つなが る研 修のフ ォロ ーア

ップ 研修 を実施 して い るとこ ろで ござ いまし て、 鳥取市 の事 例も

参考 にし つつ、 引き 続 き多く の方 に受 講いた だけ るよう 努め てま

いりたいと考えております。

○門脇副議長 矢田貝議員。

○矢 田貝 議員 今の 研 修を継 続し つつ 、フォ ロー アップ 研修 のほ

うに 力を 注いで いく と いうふ うに 受け 取らせ てい ただき ます けど、

よろしいですかね。はい、分かりました。

国 は、 孤独・ 孤立 対 策とし て養 成し ていく この つなが りサ ポー

ター とい うのは 、独 り ぼっち をつ くら ないと いう 取組だ と私 は理

解を して おりま す。 鳥 取市に 問い 合わ せてみ たと ころ、 困っ てい

る人 、助 けが必 要な 人 に気づ いて くだ さい。 そし て、そ う感 じた

ら、 そっ と行政 に知 ら せてく ださ いと 。解決 しよ うと思 わな くて

も大 丈夫 ですと 伝え ら れてい る。 そし て、地 域の 人々の こと を気

にか けて くださ る、 そ ういっ た人 を増 やした いと いう担 当者 の思

いを 聞か せてい ただ き ました 。地 域等 からの 養成 講座の 開催 要請

があ れば 、出張 講座 も されて いる そう で、１ 年ほ どの間 に養 成講

座は ９回 開催し 、２ ２ ０人が 登録 され ている そう であり ます 。講



座の 修了 生には 市長 名 の入っ た修 了証 を、ま たサ ポータ ー登 録者

には バッ ジも一 緒に 郵 送され てい るそ うです 。そ の後は 、シ ンポ

ジウ ムや 研修内 容等 を 送付し てい ると のこと であ りまし た。 これ

は、 私の 勝手な 命名 で 申し訳 ない んで すけれ ども 、本市 が今 取り

組ん でい らっし ゃる の は福祉 活動 の理 解、実 践者 、えし こに の取

組の サポ ーター の育 成 だとい うふ うに 思いま す。 一方の つな がり

サポ ータ ーは、 気づ き と行政 支援 への 橋渡し を増 やそう とい うも

ので 、似 ている よう で すが、 実は 違う ものだ とい うふう に思 って

おり ます 。本市 にお い ても、 生き づら さを抱 える ＳＯＳ を早 期に

キャ ッチ するつ なが り サポー ター の養 成に早 期に 取り組 んで いた

だくことを求めまして、私の質問を終わります。


